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1.はじめに
現代の日本社会には、多種多様な音楽が並存している。 これは、交通の発達
や情報網の整備、さらに録音と音の再生技術の発達などにより、音楽が自由
に空間を移動できるようになったため、日本国内のみならず、海外からも様々
な音楽が入って来ているためである。 しかし一方、公教育の場では、明治期に
受容した西洋音楽が教材・教育方法両面で中心を成し、学校以外の場所で一般
の日本人が享受しているような多様な音楽が、学校教材として取り扱われてい
るとは言いがたい。 もちろん、明治期に日本が西洋音楽を受容した時のまま、
その形が変えられず現在も保たれているわけではないが、例えば現在もなお、
小・中学校の音楽教室にはピアノが設置され、ピアノの伴奏に合わせてベル
カント唱法で歌うことが要求され、あるいは、五線を用いた読譜能力の育成が
重視されている. さらに、音楽大学や音楽の教員養成大学では、西洋音楽の占
める割合が日本を中山とする、非西洋圏の伝統的音楽に比べ大きいことは事実
である。そこで本研究では、西洋音楽の受容が行なわれた明始期を中心に歴史
的概観をするとともに、現代における音楽を手段とした異文化理解のあり方を
考察したい。
2.日本における西洋音楽受容の歴史的概観
明治期の西洋音楽導入で、最も国民に強い影響を与えたのは、学校教育に西
洋音楽が導入されたことであろう。 これは明治期における教育の目的・機能と
も深く関わっており、国家を近代化する際の教育の機能が重視されたので、教
育の内容も当然、近代化に対応できる国民づくりを根底になすものとなった。
このために、当時近代化の進んでいた西洋の音楽の習得が、一般国民の教育の
場である(学校)を中心として行なわれた。 その方法は、西洋の音楽に日本語
の歌詞を付けた、(唱歌)と言われる教材を中心に、西洋音楽を歌うことから
始められている。
日本で一番最初にこの唱歌用教科書が発刊されたのが、1981(明治14)年の
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『小学咽歌集初編』(l)であり、この唱歌集を編集したのは、(音楽取詞掛)と
呼ばれる機関であった。 この唱歌集を編集するにあたり、初代音楽取調御用掛
に任命された井沢修二を中心とする関係者の間で、日本の音楽の現状と異文化
としての西洋音楽の導入方法について、様々な論議がされている。 まず、唱歌
に用いる音楽に関して、伊沢は次の三説を立てている(2)。
甲説「音楽は人情を感発するの要因にして、喜怒哀楽の情、自ら其音諭に顕
るる者なれば、洋の東西を問わず、-・人情の同じ所は、音楽亦同して可なり。
-其良種を択びて、之を我土に移植す可し。 又何ぞ、不充分なる東洋楽を培膏
完成するの迂策を求むるを要せんや. 」
を説「各国皆な各国の言辞あり、風俗あり、文物あり、走れ其住民の性質と
風土の情勢とに因て、自然に産出せしものなれば、-音楽の如きは、素と人情
の発する所、人心の向う所に従いて興りたるものなれば、各国皆、固有の国楽
を保有す。 -我固有の音楽を培育完成するに如かず。」
丙説「甲乙の二親、各其理なきに非ずと錐ども、皆、偏侍の極に陥るの弊
を免れず。故に其中を執り、東西二洋の音楽を折衷し、今日我国に適するもの
を制定するを務むべし。 」
結局伊沢は丙説をとっており、西洋音楽をそのまま取り入れるのではなく、
日本人に適したものにすることが重要であることを考えていたようである。 こ
のことは、伊沢修二が1880(明治12)年の10月30日付けで、文部卿寺島宗則に提
出した『音楽取詞二付見込書』の中の、音楽取詞掛が行なうべき事業の三項目
からも窺える(3)
第一「東西二洋ノ音楽ヲ折衷シテ新曲ヲ作ル事」
第二「将来国楽ヲ輿スベキ人物ヲ養成スル事」
第三「諸学校二音楽ヲ実施スル事」
このように、明治初期の段階では西洋音楽の一方的な受容ではないことがい
える。しかしながら日本の音楽教育は、その後日清戦争が勃発するなど社会状
況の悪化が伴い、伊沢修二の思っている方向にはすすまなかったのである。 も
㌧これが、少なくとも伊沢修二の考える方向に進んでいれば、日本の異文化受
容も西洋音楽の一方的な受容に止まらなかったであろう。 しかし、この明治期
に行なわれたことは、自国の音楽を確立し、そして次の段階で異文化との交流、
または理解をはかることではなく、自国の音楽(国楽)を作る目的で異文化とし
ての音楽の受容を行なうことであった。 これは異文化の受容が国家政策として、
-85-
官から民-と、上から急進的に行なわれた明治期の特徴の一つでもあろう。
この明治期の受容態度は、第二次世界大戦後の芸術音楽重視の教育思潮でさ
らに強化されることとなる。 しかし、やはり現代日本の音楽教育の中心教材を
成している西洋音楽はあくまで西洋の音楽であり、日本の音楽を提示してはい
ないと考える。 音楽は、生活のありのままの音楽と捉えられるべきであって、
民族により音楽が使用される場や機能、音楽のもたらす意味は違う。 このよう
に考えるならば、まず、日本人として、個々の人間を取り巻く回りの環境から
生まれたわらべ唄や民謡、そして、日本の伝統音楽に目を向けることが重要で
はなかろうか。 さらに、現在日本の社会の音楽状況を反映しているポピュラー
音楽についても知る必要があろう。 言い換えるならば、歴史的概観も含めた現
代の日本社会を取り巻く音楽に目を向けることで、日本人としての音楽的アイ
デンティティーの確立をはかることが大切である。
3.現行の音楽教材の特徴
日本の現行の音楽教材を、テクストとして独立可能な音楽と、コンテクスト
も含めて初めて理解可能な音楽の2種類に分け、異文化理解の見地よりそれぞ
れを考察したい。
a.テクストとして独立可能な音楽の特徴
テクストとして独立可能な音楽の第-の特徴として、空間と時間を越えた可
l
動性を有するために、(保存)と(再現)が可能であることが指摘できる。 こ
のため、全世界的に国境を越えて広がることも容易である。 例えば音楽の授業
では、表現・鑑賞の両活動が行なわれている、芸術音楽とポピュラー音楽など
がこれにあたろう。 これらの音楽は、教材として取り扱われやすい音楽といえ
よう。
b.コンテクストも含めて理解する必要のある音楽
コンテクストも含めて理解する必要のある音楽は、音楽の授業では取り扱わ
れにくい音楽と言えよう。 この種の音楽には、鑑賞中心の活動が行なわれてい
る民俗音楽や非西洋文化圏の芸術音楽などが含まれる。 これらの音楽は、各民
族の文化や思想の象徴としての機能を持ち、人間の生活や地域社会に板づき、
発達するものが多い。 そして、容易に五線譜などに書き込むことができず、空
間移動も難しい。 これらのことから、テクストとして独立することは難しく、
特に音楽の成立背景であるコンテクストの中での理解、またはコンテクストを
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考慮しながら理解を進めていく必要があろう。 そしてコンテクストを離れて再
現されても、そこには構造、機能においてもともとの姿とは違うこと、言い換
えれば、脈絡変換が起こることを認識することが大切になってこよう。
このように、現行の学校の音楽教材でテクストとして独立可能な音楽と、コ
ンテクストを含めて理解する必要がある音楽の特徴をまとめると、改めて、コ
ンテクストを含めて理解する必要がある音楽の教材選択の難しさが窺われる。
しかし、学校の授業で取り扱いやすいという、教材としての機能面を重視した
教材選択を行なうことは、音楽を重視した態度とは言えない0 異文化理解の見
地から考えるならば、音楽が作られる背景にあるもの、言い換えるならば、コ
ンテクストに目を向けることが重要になってくる理由について少し触れておき
たい.それは、音楽の成立過程において、人間を取り巻く環境など後天的要素
が及ぼす影響からいえることである。 以下音楽の成立過程について述べること
とする.
4.音楽の成立過程
しばしば、(音楽は人間の創造物である)といわれるように、人間の存在な
くしては(音楽)は存在しない。 このことから、全ての人間にとって音楽に共
通の要素が認められると言い得るであろう。 しかし、人間一人一人に個性の違
いがあるように、音楽もその作曲、演奏している人間により発せられる(育)
として発した音でも、また人間が(楽器)を媒介にして発したく音)でも同じ
ことがいえるOこれらの相違が生じる理由は、「無意識的な脳作用の驚くべき
激発により、音が発せられ、音楽が創られる」(4)といわれるように、人間の
意識下の部分が大きく作用しているのである。 この人闇の(無意識的)な部分
がいかにつくられているかが、異文化理解においては重要なキーワードとなっ
てくる。この無意識的な部分が(民族アイデンティティー)の中の音楽の特徴
だからである。 人間の(無意識的な脳作用)が創られる過程で見られる影響は、
その人間が属している集団や社会から受ける、様々な影響である後天的要素と、
遺伝的なことなど、個人に内在する先天的要素の大きく二つに分けられるだろ
う.この二つの要素のうち、前述の人間が属している集団や社会から受ける
様々な影響である後天的要素は、音楽を作るための前提として、人間が音感覚
を身につけることにおいて、非常に大きな影響を及ぼしているのではないかと
思われる。 この例として、(バイ・ミュージカリティ)が挙げられよう。 (バ
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イ・ミュージカリティ)は二重音楽性、複音楽性ともいうが「幼いときから、
異なる二つの文化圏の音楽を、どちらも同じ比重で体験させることで、その子
どもは、その両者を全く平等に違和感なく受け入れ、理解し、楽しむようにな
る。そして、さらに、他の異文化圏の音楽に接する機会があると、彼はそれを
たちどころに受け入れてしまう」(5)といわれているように、人間が属してい
る集団や社会から受ける様々な影響の大きさがうかがえる。 これは二つの文化
圏の音楽に幼い境から接した例であるが、これを逆の面から考えるならば、幼
い境より他の文化と接することが少なければ、より純粋な民族としての音感覚
ができるであろう。
このように、音楽の成立過程においては、その人間が属している集団や、社
会から受ける様々な影響の結果得られた後天的要素が、大きく作用しているこ
とがわかるO反面、一方の先天的要素の影響も全くないとはいえない。 これは、
例えば「日本人は邦楽器の音は左の脳で、洋楽器の音は右の脳で開くのに、欧
米人はすべて右の脳で聞く」(6)といわれているように、その個人の中にある
民族特有の音感覚は、受け継がれていることは否めない。 しかしいずれにせよ、
音楽の成立過程においては、人間が属している集団や、社会から受ける様々な
影響など、後天的要素が大きく作用していることがいえる。
このように人間が音楽を作る過程で、それを取り巻く環境などコンテクスト
の影響を考えるならば、異文化理解を音楽で行なうための教材には、コンテク
ストを含めて理解する必要がある音楽を、いかに取り扱うかが重要になってこ
よう。今まで指摘したように、教材としての取り扱いが難しいことが課題とし
て挙げられる反面、まずコンテクストに目を向けることが必要ではないかと思
われる。
5.おわりに
本研究では、まず、異文化としての音楽の受容態度について歴史的概観を行
なった。ここから、日本人は異文化としての音楽を一方的に移入する傾向が強
く、異文化を促進するためには、日本人としての音楽的アイデンティティーに
確立の重要性が指摘される。
次に、異文化理解の見地から音楽教材選択について考えるならば、コンテク
ストも含めて、理解する必要のある音楽に目を向ける必要があることがいえる。
以上のことをまとめると、異文化理解の一助としての音楽教育では、まず日本
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人独自の音感覚を身につけることにより、自己の音楽的アイデンティティーの
確立を行い、この基本姿勢に立った上で、比較的見地から異文化の音楽を見る
ことが重要であるといえよう。 そして、ここでは各民族の持つ文化的背景など
コンテクストに目を向け、音楽の意味するものの共有が必要であることがいえ
る。
今後の課題としては、上述の(音楽を手段とした異文化理解のあり方)の基
本理念をどのように実践するかが課題となろう。 そのためには、音楽を一つの
教科として独立させるのではなく、歴史、地理など他の教科との統合を目指し、
文化の中の音楽というとらえ方が必要になってこよう。 この意味では、現在カ
リキュラム改正で提案されている表現科としての教科統合が一つの方向を提示
していると考えられる。
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